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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,407

46,385

47,012

33,416

（-30）人

（-16）人

（-14）人

（  8）世帯
H25.11.30現在　（　）内は前月比

１月の延長窓口は
7、14、21、28日です。

馬のようにしなやかですこやかな一年に （信楽町げなげな市にて）馬のようにしなやかですこやかな一年に （信楽町げなげな市にて）馬のようにしなやかですこやかな一年に （信楽町げなげな市にて）

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338

新年のご挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2-3
平成 25年分確定申告に関するお知らせ・・・・・・・・・・P4
「甲賀ブランド」認定品募集 ・・・・・・・・・・・・・・・P５

市民活動が市の魅力をパワーアップ・・・・・・・・・・・P６
まちかど特派員のページ「ラフターヨガ」・・・・・・・・P8
であいこうか　山中幸子さん「Simple is Powerful」・・・P11

やまなか   さちこ
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「
み
ん
な
で
バ
ル
ー
ン
を
し
た
よ
」

水
口
東
保
育
園
５
歳
児

ほ
し
ぐ
み
の
み
ん
な

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
図
書
館
」

水
口
小
学
校
５
年
生

林
　
和
広
さ
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は
や
し

「
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で
チ
ラ
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で
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っ
ち
ゃ
っ
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！
」

油
日
小
学
校
６
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生

山
下 

睦
未
さ
ん

や
ま 

し
た
　
　
む
つ
　 

み

か
ず   

ひ
ろ



　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
市
政
全
般
に
渡
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
９
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
台
風
18
号
が

豪
雨
を
も
た
ら
し
、
市
内
各
地
で
浸
水
、
道
路
や
農
地
の
崩
壊
な
ど
大
き
な
爪
あ
と

を
残
し
ま
し
た
。
１
日
も
早
く
復
旧
す
る
よ
う
取
り
組
む
と
共
に
、
災
害
か
ら
市
民

生
活
を
守
る
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
上
下
分
離
方
式

と
い
う
新
し
い
体
制
で
昨
年
４
月
に
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
信
楽
高
原
鐵
道
は
、
杣そ

ま

川
に
架
か
る
鉄
橋
が
流
さ
れ
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
当
初
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
で
あ
っ
た
国
県
の
財
政
支
援
を
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
り
、
運
行
再
開
に

向
け
た
門
戸
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
持
続
的
な
運
営
の
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の

多
く
の
ご
利
用
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
信
楽
高
原
鐵
道
が
地
域
の
公
共
交
通
と

し
て
存
続
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
甲
賀
市
は
、
本
年
10
月
に
市
制
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
時

の
流
れ
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
全
て
の
も
の
を
必
ず
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
文
明
史
転
換
点
と
い
え
る
こ
の
間
の
歩
み
の
中
で
、
当
市
に
お
い
て
は
強
い
財

政
基
盤
を
築
き
な
が
ら
、
市
民
が
安
全
・
安
心
を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
対
し
、
知
恵
と
工
夫

を
凝
ら
し
、
市
独
自
の
モ
デ
ル
も
数
多
く
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
地
方
主
権
が
加
速

す
る
な
か
で
基
礎
自
治
体
は
行
政
を
経
営
す
る
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
民
皆
様

の
参
画
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
甲
賀
市
が
10
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
契
機
と
し
、
さ
ら
に
、
市
民
幸
福
度
を
実
感
で
き
る「
生せ

い

活か
つ

感か
ん

幸こ
う

」の
ま
ち
と
し
て
、

訪
れ
る
人
々
に
も
憧
れ
ら
れ
る
発
展
を
遂
げ
て
い
け
る
よ
う
職
員
共
々
一
所
懸
命
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
平
和
で
幸
多
い
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
平
成
26
年
の
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
平
素
か

ら
の
市
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
議
員
は
、
昨
年
10
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
甲
賀
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
た
27
人
を
市
議
会
に
送
り
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
と
も
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
、
甲
賀
市
は
先
人
達
の
努
力
に
よ
り
旧
五
町
が
合
併
し
、
今
秋
に
は

市
制
施
行
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
甲
賀
市
と
し
て
の
基
盤
が

確
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を
よ
り
堅
固
に
す
る
と

と
も
に
市
民
一
体
感
の
更
な
る
醸
成
を
図
り
、今
後
の
甲
賀
市
の
益
々
の
発
展
の
き
っ

か
け
と
す
る
た
め
に
も
市
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
と
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
９
月
に
議
会
の
最
高
規
範
と
な
る「
甲
賀
市
議
会

基
本
条
例
」を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
市
民
皆
様
の
負
託
に

的
確
に
応
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
地

点
に
立
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら
議
会
報
告
会
な
ど
議
会
基
本
条
例
で
定
め
た
活

動
を
し
っ
か
り
と
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
、
峻
別
を
し
な
が
ら
市
政
に
反
映
す
る
と
と
も
に「
透
明
性
の
向
上
と
住
民
本

位
」の
基
本
原
則
に
基
づ
く
議
会
運
営
を
推
進
し
、
自
ら
の
信
念
に
従
い
、
常
に

９
万
３
千
余
名
の
市
民
の
立
場
で
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
、
役
割
を
十
分
発
揮
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
春
の
初
日
の
出
の
よ
う
な
華
麗
な
輝
き
の
よ
う
に
市
民

皆
様
や
甲
賀
市
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
良
き
一
年
で
あ
る
こ
と
を
議
員
一
同
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹 賀 新 年

甲賀市長  中 嶋  武 嗣甲賀市議会議長  鵜 飼 　勲
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『甲賀ブランド』認定品募集

「
甲
賀
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止

お
よ
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
基
本
計
画

（
改
訂
案
）」へ
の
意
見
募
集

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
。
以
下「
Ｄ
Ｖ
」と
い

う
。）は
、
家
庭
内
の
問
題
や
個
人
的
な
問

題
と
し
て
見
す
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
犯

罪
と
な
る
行
為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
り
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
が
あ
る
家
庭
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、

直
接
暴
力
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
深
く

傷
つ
き
、
苦
し
み
、
心
の
傷
を
受
け
、
そ

の
後
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。　
　

　

Ｄ
Ｖ
は
身
体
へ
の
暴
力
だ
け
で
な
く
、

心
理
的
、
性
的
、
経
済
的
、
子
ど
も
を
利

用
し
た
暴
力
も
含
み
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
実
施
し
た「
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」に
お
い
て
も
、
婚

姻
経
験
の
あ
る
方
の
う
ち
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
経
験
の
あ
る
方
は
31
・
３
％
も
あ
り
、

Ｄ
Ｖ
は
身
近
に
あ
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　

市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
と
被
害
者
保
護
の

た
め
の
施
策
の
実
現
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た「
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
基
本
計
画
」を
今
年
３

月
に
改
訂
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
基
本
計
画（
改
訂
案
）が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
内
容
を
公
表
し
、
広
く
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
市
の

考
え
を
整
理
し
た
上
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
す（
個
人
の
情
報

は
公
開
し
ま
せ
ん
）。
な
お
、
個
別
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

 

１
月
6
日（
月
）か
ら
2
月
４
日（
火
）ま
で

の
30
日
間

■
計
画
案
の
公
表
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載　

こ
ど
も
応

援
課
で
の
閲
覧

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

■
意
見
の
提
出
方
法　

　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
直

接
提
出
い
た
だ
く
か
、

郵
送（
１
月
30
日
必

着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

平
成
25
年
分 

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

確
定
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
申
告
書
等
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
作
り
く
だ
さ
い
。

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

【
作
成
し
た
申
告
書
等
の
提
出
方
法
は
２
通
り
あ
り
ま
す
】

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
電
子
証
明
書
付
）の
な
い
方
　
→
　
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
て
郵
送
等
で
提
出

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
電
子
証
明
書
付
）の
あ
る
方
　
→
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
信
　
e 

― 

T
a
x

　
※
別
途
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

「還付申告相談会場のご案内」
◦年金受給者の方を対象に、還付申告会場を開設します。

開設日 会場 開設時間

平成26年2月10日（月）～
2月14日（金）（祝日を除く）

水口社会福祉センター
福祉ホール

午前9時30分～ 12時
午後1時～ 4時

※�お越しの際は、必要書類、筆記用具、電卓、印鑑等（昨年確定申告され
た方は申告書の控え）をご持参ください。
※�必要書類等、詳細については水口税務署までお問い合わせください。

記帳・帳簿の保存義務制度
が拡大されました
　個人で事業や不動産貸付等を行う全ての方
は記帳と帳簿等の保存が必要です
（所得税及び復興特別所得税の申告の必要がない
方も対象となります。）

《記帳・帳簿等の保存制度の対象者の方》
　白色申告の方のうち前々年分あるいは前年
分の事業所得等の金額の合計額が300万円を
超える方から対象者が拡大されています。

詳しくは国税庁ホームページ　http://www.nta.
go.jpをご覧ください。

国税電子申告・納税システム
e-Taxご利用案内
◦自宅からインターネットで申告可能
　 　税務署に行かなくても、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告

書を作成し、自宅からネットで提出（送信）できます。
◦添付書類の提出や提示を省略
　 　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより、

これらの書類の提出又は提示を省略することができます。
　　 （法定申告期限から５年間、税務署から書類の提出または提示を求められることが

あります）
◦還付申告を素早く処理
　　e-Taxで申告された還付申告は３週間程度で処理しています。

e-Taxを利用するには・・・
　　　e-Taxが利用できる環境の確認
　　 　 ご利用のパソコンが推奨環境を満たしていない場合、正常に動作しない可能性があ

りますので、事前にご確認ください。（最新の推奨環境は、e-Taxホームページでご
確認ください）

　　　市役所で電子証明書の取得を
　　 　 ①e-Taxで申告等を行う際には、申告等データに電子署名をしていただく必要があ

りますので、事前に電子証明書を取得してください。電子証明書は市民課および旧
支所である各地域市民センターの窓口にて手続きを行ってください。電子証明書の
取得には、住基カードが必要となります。

　　　（住基カードの取得は、３月いっぱいまで無料です）
　　　 ②電子証明書がＩＣカードに格納されている場合は、ＩＣカードリーダライタが必

要です。
　　　利用者識別番号の取得
　　　 e-Taxを利用するために必要な利用者識別番号は、オンラインで申請することによ

り発行（通知）されます。
　　　電子証明書等の登録（初期登録）
　　　 ご利用になるe-Taxソフトまたは確定申告書等作成コーナーで、電子証明書の登録

を行ってください。
　　　申告書等データの作成・送信
　　 　 申告書等データの作成後、画面の指示に従って、登録した電子証明書で電子署名を

行い、送信してください。
詳しくは、e-Taxホームページwww.e-tax.nta.go.jpをご覧ください。
利用開始の手続、利用時間、パソコンの環境、e-Taxソフトの操作方法、よくある質問

（Ｑ＆Ａ）など、e-Taxに関する最新の情報についてお知らせしていますので、ご利用前
にご確認ください。

e-Taxの利用可能時間
　【平成26年1月14日（火）～ 3月17日（月）】 ⇒24時間
　 （注）毎週月曜日の午前0時～午前8時30分まではメンテナンスのためご利用になれません。
　【上記以外の期間】 ⇒ 8時30分～ 24時
　 （注）土日、祝日等及び12月29日～ 1月3日はご利用になれません。

e-Taxソフト、確定申告書作成コーナー等のパソコン操作に関する問い合わせ窓口
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　（0570-01-5901）

STEP
1

STEP
2

STEP
3

STEP
4

STEP
5

問い合わせ

☎65-0660 ／ 63-4085
こども応援課　家庭児童相談室

koka10253030@city.koka.lg.jp
Eメール

問
い
合
わ
せ

税
務
課　

市
民
税
係
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市内の誇りを全国へ発信
募集期間
　１月８日（水）から１月24日（金）まで
応募資格
　市内に住所（法人、その他の団体にあっ
ては主たる事業所の所在地）を有している
事業者及び個人
※ 応募や詳細についてはホームページでご確認

いただくか、事務局にお問い合わせください。

人権擁護委員の委嘱
　人権擁護委員２名が平成26年１月１日、法務大臣から
委嘱を受けられました。
　任期は平成28年12月31日までの３年間です。
　人権に関わる悩みごとは、人権擁護委員にご相談ください。
　●再任　西

に し

村
む ら

 泰
や す

雄
お

さん（水口町新城）
　●新任　堂

ど う

山
や ま

 さかえさん（土山町鮎河）

イ
•
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
職
務
内
容
／

　

主
と
し
て
保
健
、
福
祉
、
教
育
部
門
に

お
い
て
発
達
、
子
育
て
、
教
育
等
の
心
理

相
談
の
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

●
試
験
日
／

　

一
日
目　

２
月
２
日（
日
）筆
記
試
験

　

二
日
目　

２
月
９
日（
日
）口
述
試
験

●
合
格
発
表
／
２
月
21
日
予
定

● 

受
付
期
間
／
１
月
17
日（
金
）ま
で
の
執

務
時
間
中（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

●
採
用
職
種
／

　

上
級
行
政（
心
理
士
）

　

採
用
予
定
人
数
：
２
名

　
（
平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
）

●
受
験
資
格
／

　

ア
の
い
ず
れ
か
お
よ
び
イ
の
要
件
を

満
た
す
方

ア
•
臨
床
心
理
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

　

•
臨
床
発
達
心
理
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

　

• 

平
成
25
年
度
臨
床
心
理
士
資
格
二

次
試
験
に
合
格
し
た
方

　

• 

平
成
25
年
度
臨
床
発
達
心
理
士
資

格
二
次
審
査
に
合
格
ま
た
は
見
込

合
格
し
た
方

問
い
合
わ
せ

職
員
課　

人
事
係
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職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

問い合わせ

☎65-0694／ 63-4582
人権推進課　人権政策係

問い合わせ

☎65-0708 ／ 63-4087
ホームページ　http://koka-brand.jp/

観光推進室（甲賀ブランド推進協議会事務局）

問い合わせ

☎62-0314水口税務署
※�上記番号におかけいただくと自動音声によりご案内しております。
　アナウンスに従い、２番を押してください。
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市民活動が市の魅力をパワーアップ
「協働提案事業候補」に９団体を承認

　市では、市民活動団体の専門性や柔軟性を活かした公益的な事業の提案を公募し、団体と市が協力し、対
等な関係で事業を行うことで、課題の効果的な解決をめざす「市民協働事業提案制度」を実施しています。
　このほど９団体より提案が寄せられ、審査委員会により「協働提案事業候補」として承認されました。
　本年4月より協定書を締結し、市民活動が市の魅力をさらにパワーアップさせていきます。

No 事業名 提案団体 事業概要

１
ホタルの飛びかう水辺づく
り、竹炭を使って河川水質
改善事業

特定非営利活動法人
レインボークラブ

植地先の湧水地をホタルが住める環境に改善するとともに、メダカなど
川魚の生息地域を観察できる場、青少年の環境学習や地域住民の心安ら
ぎの場、環境保全活動の情報発信拠点となるように整備する。具体的な
手法としては河川改修した後、河川に自家製の竹炭を設置し、水質およ
び環境の改善を行う。

２ 異文化が溶け合う
サロン事業 鹿深deござれ！

地域で暮らす日本人も外国人も共に集い交流するキッカケづくりとし
て、ワークショップやイベントなどを開催する。こうした交流を通して、
異文化コミュニケーションが図られ、異文化を尊重し理解し合う地域づ
くりを進める。

３
発達障がいへの理解対応を
学ぶ勉強会および啓発活動
事業

こころはなまる

発達障がいに対する認識は広がりつつあるが、まだまだ充分とは言えな
い状況にある。そこで保護者の気づきやどう子どもを育てていくのかを
学ぶ勉強会、関係団体との効果的な事業を開催し、発達障がいへの理解
と支援の手立てを学び、問題を解決していく。

４
民官産学による「いきもの
みっけファーム」元気プロ
ジェクト

いきものみっけファーム
滋賀推進協議会

地域住民、区、自治会、NPO等団体、企業、行政機関、大学等が委員
会を設立し、地域資源を活かした「いきものみっけファーム滋賀」元気プ
ロジェクトの取り組みを進める。この活動によって、環境保全型農業に
よる生物の多様性の保全と地域の暮らしの再発見、６次産業化による地
域活性化を進める。

５ 学齢期の母親サポート事業 子育てサークル
「CHEERS STATION」

就学時の母親支援と母親交流、孤立化する母親サポート、父親の子育て
参画を目的とした学び、楽しみ、運動そして交流を行える事業を展開し、
つながりを深めるための機会と場所を提供する。

６ ここあったかハウスふれあ
い農園事業 NPO法人ここねっと

グループホームに入居している勤労意欲のある障がい者や高齢者、また
は作業所で就労しているホーム入居者が農園で農作業に取り組み、収穫
した野菜を商品化・販売し一定の収入が確保できる仕組みを構築する。

７ 旧東海道新城および岩上周
辺地域の歴史の調査研究 今郷好日会

平成23年度から市民協働事業で取り組んできた事業を”点”から”線”へ
発展させるべく、文献による調査研究や現地踏査、岩上公園周辺の景観
整備、ふるさと絵図の作成、土山宿と連携した街道まつりの企画を行い、
地域活性化をめざす。

８ 市の花「ササユリ」の咲きほ
こる街づくり

滝区ササユリの
里づくり

過去2年間の取り組みをもとに、ササユリの自然繁殖をめざし事業拡大
をおこなう。また、今年度においては、市内各公共施設にササユリを展
示するため、配布用球根増殖圃を設置するとともに、他地域への普及を
めざし、新たな繁殖法として種子繁殖法の取り組みをはじめる。

９
自然豊かな里山で大人と小
学生がいっしょに体験する
楽しい里山活動

ＮＰＯ法人甲賀の環
境・里山元気会

復元した里山を活用し、小学生を対象とした体験事業を継続し、実施す
る。また、今年度においては、子どもの保護者だけでなく、祖父母も対
象とした事業を実施し、それをPRすることで、市域に同様の里山復元
に向けた取り組みや意識を向上させる。

問い合わせ

☎65-0687 ／ 63-4554
地域コミュニティ推進室

決
す
る
た
め
平
成
27
年
度
か
ら「
子
ど
も
・
子

育
て
新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

当
面
の
間
は
、
新
制
度
で
の
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
る
た
め「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団

支
援
事
業
計
画
」の
策
定
に
む
け
て
の
審
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

活
動
の
た
め
、
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援

な
ど
に
つ
い
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
が
で
き
る
体
制
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

甲
賀
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
会
議
が

11
月
27
日
、
中
嶋
市
長
の
諮
問
を
受
け
発
足

し
、
教
育
関
係
者
や
民
生
委
員
な
ど
23
名
が

審
議
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
市
が
現
在
検
討
を
し
て
い

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
施
策
に
つ
い
て
、

委
員
の
皆
さ
ん
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
ご
意

見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
当
市
の
施
策
を

状
況
に
応
じ
た
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
様
化
す
る
子
育
て
に
お
け
る
問
題
を
解

地
域
ぐ
る
み
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　

環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て

甲
賀
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
会
議

▲諮問にあたってあいさつを述べる中嶋市長

　
「
犯
罪
警
戒
情
報
」は
、
自
主
的
な
用
心
を

促
す
た
め
に
発
令
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
市
と
警
察
署
が
連
携
を
取
り
な
が

ら
、「
犯
罪
警
戒
情
報
」を
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
音
声
告
知
端
末
機
な
ど
を
通
し
て

皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
が
、
平
時
も

常
に
、
犯
罪
や
交
通
事
故
に
注
意
を
払
い
、

被
害
防
止
に
お
努
め
く
だ
さ
い
。

　

県
内
で
４
例
目
と
な
る「
犯
罪
警
戒
情
報

の
発
令
に
関
す
る
協
定
」が
11
月
28
日
、
市

と
甲
賀
警
察
署
と
の
間
に
締
結
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、
社
会
情
勢
や
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
犯
罪
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
あ

る
時
、
甲
賀
警
察
署
か
ら
市
の
防
犯
組
織

「
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
な
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
」に
情
報
が
提
供
さ
れ
、
市
か
ら
犯
罪

警
戒
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。

▲調印された協定書を手にする中嶋市長と堀署長

「
犯
罪
警
戒
情
報
の
発
令
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

警
察
署
と
の
連
携
で
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

（あいこうかふるさと応援寄附金）ふるさと納税のご案内
　“ふるさとを想う気持ち”を“カタチ”
にする「ふるさと納税」は、使い道を選べ
るだけでなく、税の軽減を受けることが
できます。
　ふるさとの未来のために、皆様のご支
援をお願いいたします。

◆甲賀市ふるさと納税ホームページ　http://www.city.koka.lg.jp/furusato-koka/◆

問い合わせ / 総合政策部　政策推進課　 ☎0748-65-0670

昨
年
５
月
に
市
内
各

世
帯
に
お
配
り
し
た

「
防
災
マ
ッ
プ
」も
、

応
援
寄
附
金
を
活
用

し
作
成
し
ま
し
た
。

↑コチラからも
ご覧になれます

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課　

生
活
交
通
係
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問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
応
援
課　

こ
ど
も
政
策
係
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地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

まちかど
特派員のページ木

き の

下
し た

 由
ゆ

美
み

こうかまちかど
特派員

普
段
の
生
活
で「
笑
っ
て
い
ま
す
か
？
」

　
病
気
の
80
％
以
上
が
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
ス
ト
レ
ス
社
会
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
積
極
策
と
し
て
、「
笑
い
」を
医
療
の
現

場
に
も
採
り
入
れ
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ（
笑
い
ヨ
ガ
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
と
は

　
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

組
み
合
わ
せ
た
有
酸
素
運
動
に
よ
る

健
康
法
で
、「
ホ
ッ
ホ
ッ
、
ハ
ハ
ハ
」

と
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
体
操
を

し
、
笑
っ
て
い
る
の
と
同
じ
状
態
を

作
り
ま
す
。

　
体
操
と
し
て
の
笑
い
で
も
、
お
か

し
い
と
感
じ
て
笑
っ
て
も
、
身
体
へ

の
健
康
効
果
は
全
く
同
じ
で
あ
る
と

い
う
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
方
法

で
、
冗
談
、
コ
メ
デ
ィ
は
必
要
な
く
、

理
由
な
し
に
笑
え
る
健
康
法
で
す
。

　
1
9
9
5
年
に
イ
ン
ド
人
医
師
の

カ
タ
リ
ア
博
士
が
た
っ
た
5
人
で
始

め
た
活
動
で
す
が
、
現
在
で
は
全
世

界
70
か
国
以
上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
笑
い
の
効
果

　
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
酸
素
が
た
く

さ
ん
取
り
入
れ
ら
れ
、
脳
が
活
性
化

し
免
疫
力
も
上
が
り
、
健
康
と
活
力

が
実
感
で
き
ま
す
。

　

日
々
の
ス
ト
レ
ス
が
発
散
で
き
、

精
神
的
に
も
笑
っ
て
い
る
う
ち
に
自

然
と
前
向
き
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
表
情
筋
を
鍛
え
、
表
情
豊
か

に
な
る
若
返
り
効
果
、
体
も
心
も
安

定
す
る
の
で
よ
く
眠
れ
、
目
覚
め
も

す
っ
き
り
に
な
り
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
を
や
っ
つ
け
る
N
K

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）細
胞
が
笑
う

事
で
増
え
る
と
い
う
研
究
報
告
や
、

血
圧
、
血
糖
値
が
安
定
す
る
な
ど
、

笑
い
に
よ
る
健
康
効
果
が
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
分
の
笑
い
は

30
分
の
有
酸
素
運
動
と
同
じ
効
果
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
滋
賀
県
で
は
6
人
の
ラ
フ

タ
ー
ヨ
ガ
認
定
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
活

動
さ
れ
て
お
り
、
甲
賀
市
で
は
初
の

認
定
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
で
あ
る
原
智
恵

先
生
が「
し
が
ら
き
の
風
ラ
フ
タ
ー

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
」を
主
宰
し
、
毎
月
定

期
開
催
の
２
つ
の
ク
ラ
ブ
運
営
と
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
や
市

や
病
院
な
ど
か
ら
の
依
頼
講
座
、
講

演
会
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
多
い
中
、

笑
っ
て
健
康
に
な
れ
た
ら
い
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
科
学
の
力
で
明
ら
か

に
な
っ
た「
笑
い
」の
持
つ
多
く
の
効

果
。「
笑
い
」の
量
を
確
保
す
る
た
め

の
最
適
な
方
法
が
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
で

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て

下
さ
い
。

　
11
月
24
日
、
か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会（
環
境
安
全
部
会
）に
よ

る「
柏
木
総
合
防
災
訓
練
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
小

春
日
和
の
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
早
朝
か
ら
柏
木
地
区
の

住
民
２
３
０
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、
地
域
事
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
今
回
の
体
験
訓
練
で
は

新
た
に「
土
の
う
積
訓
練
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
は
ん
濫
を
想
定
し
、
基

本
的
な
土
の
う
の
積
み
方
を
学

ぶ
も
の
で
、
参
加
者
は
水
口
消

防
署
の
担
当
者
か
ら
の
説
明
を

熱
心
に
聞
き
、
実
際
に
３
段
の

土
の
う
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
と

し
て
、
こ
う
し
た
訓
練
で
得
た

知
識
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
皆
様
の
、
本

事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柏
木
総
合
防
災
訓
練

▲土のう積訓練の様子

～お・か・え・り～ 
●甲南中部地域市民センター

　
毎
年
、
12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
ま
で
の
間
、
磯
尾
区
の
入
口
に
あ

る
岩
附
神
社
の
前
に
は
、
地
元
の
磯
尾
体
育
協
会
が
中
心
と
な
り
、
心

温
ま
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
え
り
」と
書
か
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
年
末
年
始
に「
ふ

る
さ
と
磯
尾
」に
帰
省
す
る
家
族
を
地
域
全
体
で
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
寒
い
冬
の
最
中
、
人
々
を
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

朝宮小学校で
　　認知症を学習

●朝宮地域市民センター

　
朝
宮
小
学
校
で
12
月
11
日
、
保
健
師
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
を

講
師
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
対
象
は
３
年
生
以
上
の
児
童
18
人
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
キ
ス
ト
の
朗
読
、
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、
と
い
う
説
明
の

あ
と
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
で
す
。

　
初
め
は
堅
か
っ
た
口
も
だ
ん
だ
ん
ほ
ぐ
れ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
が
発
表
す
る

ま
で
に
は
、
多
く
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
さ
っ
そ
く
腕
を
通
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
通
じ
、認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
広
ま
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。

●
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲夕闇にうかぶ「おかえり」の文字

▲認知症を学ぶ子どもたち

「
あ
ず
ま
自
主
防
災
会
」が
受
彰

　
こ
の
た
び「
あ
ず
ま
自
主
防
災
会
」が
、
第
58
回
滋
賀
県
消
防

大
会
に
お
い
て
、「
優
良
自
衛
消
防
隊
」と
し
て
滋
賀
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
主
防
災
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、
地
域
防
災
に
尽

力
さ
れ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
あ
ず
ま
自
主
防
災
会
」は
、
土
山
地
域
の
北
東
区
と
南
東

区
の
２
区
を
エ
リ
ア
と

し
、
平
成
17
年
に
設
立

さ
れ
、
昨
年
度
に
は
、

独
自
に
防
災
必
携
を
作

成
さ
れ
る
な
ど
、
活
発

に
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

▲知事から贈られた表彰状を手に

－

笑
い
は
ス
ト
レ
ス
社
会
の
特
効
薬

－

▲ラフターヨガの後にはレクリエーションを

自主活動センターきずな
：水口

　毎月第3水曜日

　　10時30分～ 12時

フェリエ南草津　
　�（JR南草津駅直結：草津市

立市民交流プラザ5階）

　毎月第4日曜日

　　13時～ 14時30分（
一般）

　　15時～ 16時（親子
）

●
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

し
が
ら
き
の
風
ラ
ク
タ
ー
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
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▲みんなで輪になりラフターヨガ

◀市内初の認定ティーチャー
　“ふうちゃん”こと原先生
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失敗と立ち直りの繰り返しから成功つかむ

見入るのは自然の美しさ

トップアスリート講演会

学校にアートがやってきた

　
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
吉よ

し

田だ

沙さ

保お

里り

選
手
を
迎
え
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
講
演
会
が
11
月
26
日
、
あ
い
こ
う

か
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍

す
る
選
手
の
信
念
や
生
き
方
に
ふ
れ
、
困

難
に
立
ち
向
か
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
県
立
水
口
高
等
学
校
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
全
校
生
徒

約
７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
指
導
す
る
日
本
レ
ス
リ
ン
グ

協
会
女
子
強
化
委
員
長
の
栄さ

か
え

和か
ず

人ひ
と

さ
ん
と

の
対
談
形
式
で
行
わ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら「
私
は
、

何
回
で
も
失
敗
し
て
立
ち
直
っ
て
成
功
を

つ
か
み
ま
し
た
。
経
験
を
糧
に
目
標
を

持
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

学
校
の
空
き
教
室
な
ど
を
使
っ
て
若
手

芸
術
家
な
ど
の
作
品
を
紹
介
す
る「
学
校
に

ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
」が
、
11
月
19
日
か

ら
28
日
ま
で
油
日
小
学
校
の
多
目
的
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
手
芸
術
家
を
支
援
し
、

児
童
が
身
近
に「
美
」を
鑑
賞
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
県
文
化
振
興
課
が
今

年
度
初
め
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
小
学
校
で
は
、
市
内
在
住
で
、
木
の
廃

材
を
使
っ
た「
木
彩
画
」に
取
り
組
む
松ま

つ

本も
と

光こ
う

彩さ
い

さ
ん
の
作
品
な
ど
約
30
点
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
方
は
、
描
か
れ
た
自
然
の
美
し
さ
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
28
日
に
は
同
小
学
校
４
年
生
30
名

が
、
松
本
さ
ん
か
ら
オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
の
技

法
を
教
わ
り
、
指
を
使
っ
て
色
を
混
ぜ
合
わ

せ
る
な
ど
普
段
と
違
っ
た
表
現
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

企業が協力する森林保全はじまる コープの森あぶらひ除幕式
　
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

に
基
づ
く「
コ
ー
プ
の
森
あ
ぶ
ら
ひ
」の
看

板
除
幕
式
が
昨
年
11
月
30
日
、
甲
賀
町
の

高
間
み
ず
べ
公
園
隣
接
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
同
協
定
は
、
油
日
・
上
野
共
有
生
産
森

林
組
合
と
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が
と

の
間
で
10
月
に
締
結
さ
れ
て
お
り
、
両
者

が
互
い
の
活
動
を
支
え
合
う
形
で
森
林
を

守
っ
て
い
く
内
容
で
す
。

　
最
近
で
は
、
林
業
の
衰
退
や
生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
山
林
が
荒
れ

て
き
て
お
り
、
本
来
持
っ
て
い
る
多
面
的

な
機
能
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
お
住
ま
い
の
方
は「
森
は
大
切

な
場
所
な
の
で
、
企
業
の
方
々
が
地
域
で

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
は

と
て
も
心
強
い
」と
話
さ
れ
、
企
業
と
協

力
し
た
森
林
保
全
の
取
組
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

▲設置された看板を除幕する
　西山コープしが理事長（左）と松山生産森林組合長（右）

Simple is Powerful

大道芸人マリリン山
や ま

中
な か

 幸
さ ち

子
こ

さん

昔か
ら人を喜ばせるこ

とが大好きだったとい
う山中幸子さん（水口町）
は、大道芸人マリリンさんと
して、またその他にもアコー
ディオン奏者など色々な顔
で市内外を問わず活躍
されています。

◆今はどんなことをされているのですか？
　�　一言では話せないほど色々なことをしていま
す。ジャグリング、マジック、着ぐるみを着てバ
ンド活動、そしてアコーディオン演奏に最近凝っ
ています。こういった活動をボランティアで、地
域の敬老会や福祉施設で演じることも多く、忙し
い毎日を送っています。
◆活動をはじめられたきっかけは？
　�　全く普通の主婦だったのですが、あるイベント
のステージで見たジャグリングサークルの公演に
感動したので、すぐその場で連絡を取りサークル
に参加させてもらったのが最初です。月１回の
サークルでしたが、新しい技を覚えてびっくりさ
せようと毎日必死に練習して覚えていきました。
◆その後も順調に？
　�　大道芸人としてデビューして公演に追われるほ
どの毎日でしたが、週末家に居ないことが多く、
家族のことが心配で一度は主婦に戻りました。し
かし、芸への思いを持ち続けていたことが周囲に
は分かるのか家族や昔のお客さんたちから力をも
らい、ある人の「simple� is�powerful」という言葉
で復活を決意し、今年12年目を迎えるまでにな
りました。
◆これからの目標などは？
　�　復活してから、ある公演でアコーディオン演奏
を観て、その場で教えてほしいと頼み込み、月２
回宇治市までレッスンに通いました。これもジャ
グリングと同じように、すぐに楽器を買い、楽し
みながら必死に練習したので、公演で披露できる
までになりました。これは、本当に素晴らしく奥
の深い楽器ですが、演奏できる人がほとんどいな
く、寂しく思っています。
　�　これからは、大道芸で人を楽しい思いにしつつ、
ほとんど奏者のいないアコーディオンを広めてい
きたいなと思っています。

市の玄関口でお花のおもてなしを
貴生川駅自由通路フラワーボックス

　
地
域
で
奉
仕
活
動
す
る
水
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
11
月
26
日
、
貴
生
川
駅
構

内
通
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
設
置
さ
れ
て
か
ら
30
年
間
毎
週
欠
か
さ
ず
花
が
生
け
ら
れ
、
市

の
玄
関
口
で
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ボ
ッ
ク
ス
に
は
同
ク
ラ
ブ
と
そ
の
協
力
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

い
つ
も
美
し
く
花
が
生
け
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
市
内
へ
の
お
客
様
を
お
も
て
な
し
し

て
い
き
ま
す
。

　
通
り
が
か
っ
た
利
用

者
は「
公
共
の
場
所
を

地
域
の
様
々
な
皆
さ
ん

が
守
っ
て
く
れ
て
い
る

お
か
げ
で
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
の
だ
な
と
思

い
ま
す
」と
話
し
、
生

け
ら
れ
た
花
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

互いの違いや良さを認め合う
国ふぇす2013inKOKA

�

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
国
ふ
ぇ
す

2
0
1
3
in
K
O
K
A
が
12
月
８
日
、
碧
水
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
９
回
目
を
迎
え
る
こ
の
催
し
は
、
国
籍

だ
け
で
な
く
互
い
の
違
い
や
良
さ
を
認
め
合
お

う
と
い
う
多
文
化
共
生
の
実
現
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
ブ
ー
ス
で
の
展
示
や
、
ダ
ン
ス
英

語
落
語
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
披
露
す

る
こ
と
で
お
互
い
の
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
10
か
国
以
上
か
ら
37
の
団
体
が

参
加
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
や
ブ
ラ
ジ
ル
料

理
、
水
口
の
料
理
な
ど
の
模
擬
店
や
お
餅
つ
き

体
験
に
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
初
め
て
参
加
し
た
方
は「
初
め
て
外
国
の

方
と
親
し
く
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
身
近
に
話
し
か
け
て
い
き
た
い
で
す
」と

地
域
の
国
際
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲�ステージ披露される様々な文化

▲獲得した金メダルを披露する吉田選手

▶
オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
を
使
っ
た
表
現
を
学
ぶ
油
日
小
学
校
児
童

▲新しいフラワーボックスの除幕式

アコーディオンを始めたい人大募集
　演奏できるようになりたい人、なんとなく興味
がある人、アコーディオンを始めたい人を募集し
ています。初心者の方はマリリンさんが教えます。
経験者ももちろんOKです。
問い合わせ　山中幸子さん　☎080-1486-1611
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ＪＡこうかなら！ローンのご相談が
インターネットで24時間
いつでも受付ＯＫ！
インターネットアドレス：
http://www.ja-kouka.jp/

検索ＪＡこうか

平成26年3月31日迄にインターネットでローン相談をお申込みいただいた方限定で、
「こうかの新米」(お試し用2合）プレゼント！
※ただし当JAローンセンターもしくは最寄支所での手渡しとなります。郵送での進呈は行いません。

国
際
交
流
サ
ロ
ン
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
簡
単
な
料
理
を
作
り
、

食
べ
な
が
ら
話
を
し
よ
う
。

●
日
時
／
１
月
30
日（
木
）11
時
～
14
時

●
場
所
／
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

●
参
加
費
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員　

３
０
０
円　

非
会
員　

５
０
０
円

●
定
員
／
15
名　

先
着
順

●
申
込
締
切
／
１
月
20
日（
月
）

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
／

６
３

－

８
７
２
８

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

く
す
り
学
習
館「
親
子
も
の
つ
く

り
教
室
」第
２
回

　

タ
ネ
コ
プ
タ
ー
を
作
っ
て
飛
ば
し
て
み
よ
う

●
日
時
／
１
月
25
日（
土
）10
時
～

●
場
所
／
く
す
り
学
習
館

●
定
員
／
親
子
20
組（
40
人
）●
費
用
／
無
料

●
申
込
／
実
施
日
の
一
週
間
前
ま
で
に「
く

す
り
学
習
館
」の
窓
口
に
来
ら
れ
る
か
、

☎
・

で
住
所
、
氏
名（
保
護
者
・
児
童
）連

絡
先
電
話
番
号
明
示
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
／
甲
南
高
校　

森
田
教
諭

☎
８
６

－

４
１
４
５

申
／
く
す
り
学
習
館

☎
８
８

－

８
１
１
０
／

８
８

－

３
１
５
４

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

き
ま
ぐ
れ「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」

●
日
時
／
1
月
11
日（
土
）14
時
～
15
時

●
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

●
費
用
／
無
料　

先
着
15
名

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２
／

６
３

－

０
４
６
６

第
17
回
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行　

出
演
者
募
集

●
募
集
人
数
／
斎
王
・
采
女
な
ど
女
性
12
名
、

男
性
20
名
程
度
、
童
女（
小
学
３
～
４
年

生
女
子
児
童
）、
童
部（
プ
ラ
カ
ー
ド
、
小

学
５
～
6
年
生
女
子
児
童
）

●
締
切
／
１
月
26
日（
日
）必
着

【
斎
王
群
行
日
程
な
ど
】

●
日
時
／
3
月
23
日（
日
）11
時
30
分
～

●
場
所
／
大
野
小
学
校
～
垂
水
斎
王
頓
宮
跡

●
問
・
申
／
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
実
行
委

員
会
事
務
局（
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
内
）

☎
６
６

－

１
６
０
２
／

６
６

－

１
６
０
３

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
１
月
６
日（
月
）～
15
日（
水
）

※
使
用
開
始　

２
月
１
日（
土
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　

10
区
画（
う
ち
軽
自

動
車
3
区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　

身
体
障
が
い

者
用
の
み
2
区
画

　

３
，
０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
確
認
）

　

３
，
０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

● 

甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
確
認
）

　

自
転
車　

１
，
５
０
０
円
／
月

　

原
付　
　

１
，
８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

●
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、
13

時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－

－
－

臨
時
職
員
募
集

●
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日（
６

か
月
の
更
新
あ
り
）

●
募
集
職
種
／
一
般
事
務
員
、
作
業
員（
信

楽
不
燃
物
処
理
場
）、
看
護
師（
水
口
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
伴
谷
保
育
園
）、
保
健

師
、
児
童
早
期
療
育
支
援
指
導
員
、
水
口

ス
ポ
ー
ツ
の
森
管
理
人
、保
育
園
調
理
員
・

用
務
員
、
管
理
栄
養
士
、
図
書
館
司
書
、

学
校
用
務
員
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

●
勤
務
地
／
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園

●
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
１
６
時
30
分
ま

で
の
数
時
間

●
雇
用
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

●
募
集
人
員
／
各
園
数
名
程
度

●
申
込
受
付
期
間
／
１
月
17
日（
金
）～
28
日

（
火
）の
執
務
時
間
中

●
面
接
日
／
２
月
上
旬
～
中
旬
頃

（
保
育
園
パ
ー
ト
保
育
士
・
幼
稚
園

パ
ー
ト
教
諭
）

●
資
格
／
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
で
保
育

士
資
格
又
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
者

（
年
齢
不
問
）

●
雇
用
期
間
／
4
月
1
日
～
9
月
30
日

（
6
ヶ
月
の
更
新
１
回
あ
り
）

●
勤
務
地
／
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

●
勤
務
時
間
／
７
時
30
分
～
19
時
ま
で
の
数

時
間

※
勤
務
先
に
よ
り
、
募
集
人
員
・
賃
金
・
勤
務

条
件
が
異
な
り
ま
す
。

●
雇
用
賃
金
／
時
給
９
５
０
円
ま
た
は

１
０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間
／
１
月
６
日（
月
）～
１
月

20
日（
月)

●
面
接
日
／
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬

問
・
申
／
こ
ど
も
未
来
課

☎
８
６

－

８
１
７
９
／

８
６

－

８
３
８
０

甲
賀
公
共
職
業
安
定
所

☎
６
２

－

０
６
５
１
／

６
３

－

１
８
２
５

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
1
月
8
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時

30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
名（
1
人
約
30

分
）　

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１
／

６
３

－

０
１
７
３

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－

－
－

－

風
俗
環
境
浄
化
の
た
め
の
巡
回
相
談
所

●
開
設
日
時
／
１
月
20
日（
月
）10
時
～
12
時

●
会
場
／
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
水
口
店
２
階

問
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６

滋
賀
県
防
犯
協
会

☎
０
７
７

－

５
２
５

－

６
５
２
９

情報
の

まど
i n f o r m a t i o n

催
し

創業32年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

広報 広告主
募　集

・発行日の45日前までにお申し込みを
・掲載箇所　各月１日号「情報のまど」下部
・広告企画　縦45mm×横85mm（１枠）
・掲 載 料　１号１枠 25,000円／月 ※長期割有
・発行部数　35,100部 ※詳細は市ホームページまで
問・申/広報課　☎65-0675 ／ 63-4619

補
助
員
、
体
育
館
管
理
人
等

●
申
込
受
付
期
間
／
１
月
10
日（
金
）～
27
日

（
月
）の
執
務
時
間
中

●
面
接
日
／
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬

問
／
職
員
課
人
事
係

☎
６
５

－

０
６
６
９
／

６
３

－

４
５
６
１

甲
賀
公
共
職
業
安
定
所

☎
６
２

－

０
６
５
１
／

６
３

－

１
８
２
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

臨
時
職
員
募
集

（
パ
ー
ト
調
理
員
・
パ
ー
ト
配
送

員
・
パ
ー
ト
用
務
員
）

●
資
格
／
配
送
員
：
普
通
自
動
車
運
転
免
許

　

調
理
員
・
用
務
員
：
不
問

●
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日（
６

か
月
の
更
新
１
回
あ
り
）

水口スポーツの森へ行こう １月の催し

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（４月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……４月19日（土）・29日（祝）
　・多目的グラウンド……………４月12日（土）･29日（祝）
４月分の利用申し込み締切日：１月29日（水）　※抽選日：２月２日（日）

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 対象者

4 ～ 6 土～月 8:30 ～ 17:00 鹿深ウインターサッカーフェスティバル
サッカー
（高校生）

7 火 9:00 ～ 16:00
2014 年新春初打ちグラウ
ンド ･ゴルフ大会

グラウンド ･
ゴルフ
（一般）

13 月
（祝） 8:30 ～ 17:00 甲賀市少年サッカー選手権大会

サッカー
（小学生）

18･19 土 ･ 日 8:30 ～ 17:00 県体高校サッカー競技 サッカー
（高校生）

多目的グラウンド　１月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等 対象者
11
18
25

土 9:00 ～ 16:00 甲賀市陸協 ･マスターズ交流練習会
陸上
（一般）

19 日 8:30 ～ 17:00 第 10 回甲賀市民駅伝競走大会
陸上
（一般）

陸上競技場　１月　利用予定

〈談
相

１

〉
月

募
集

「しがらき健康塾」のご案内
　信楽中央病院では、毎月第三水曜日にしがらき健康塾
を開催しています。
　今回のテーマは「認知症のはなし」です。
　どなたでも気軽に参加ください。
●日時／１月15日（水）　14時～ 15時
●場所／信楽保健センター１階　（受付は中央病院）
●内容／「認知症」について講義、体操等
●講師／医師、看護師、栄養士　●参加費／無料
●申・問／信楽中央病院☎82-0249　FAX82-3060
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20
歳
の
皆
さ
ん
、
ご

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
す
べ

て
の
公
的
年
金
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
、
日
本

国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
る
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り

と
人
生
計
画
を
立
て
、
自
分
自
身
の
将
来
の
た

め
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の

免
除
・
猶
予
制
度
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に『
国
民
年
金
被
保
険
者

資
格
取
得
届
』が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

Vol.37

大山田温泉さるびの北勢名物亀山大市

～お肌つるつるすべすべ！さるびのお湯自慢！～～�伝統の冬の風物詩�～

　さるびの温泉の自慢は泉質！お肌に優しくアト
ピー性皮膚炎や切傷、神経痛などに効きます。無
色透明のお湯につかるとお肌がつるつるすべすべ
良い気持ち♪ワニ・ゾウの足跡化石を模した露天風
呂や木製酒樽風呂のほか、約35℃と約41℃の２種
類の源泉風呂もあります。
　１月19日（日）午前11時から毎月恒例の無料大
鍋イベントを開催します（なくなり次第終了）。
　今月は伊賀産酒かすを使った酒かす汁です。
　寒い日はさるびの温泉でほっこりしてみませんか。

　「亀山大市」は、旧正月用品の謝恩売出しから始
まったとされ、100年余りの歴史がある市内最大
の冬の名物行事です。　　
　旧東海道の通りである商店街が歩行者天国にな
り、約１㎞にわたり多くの露店が軒を並べるほか、
多彩なイベントの開催や各店舗が売り出しを行い
ます。
　ぜひお越しください。

と　き　１月25日（土）、26日（日）
　　　　午前10時～午後４時
ところ　東町・本町商店街、西町通り一帯
アクセス　ＪＲ亀山駅下車北へ徒歩約10分
問合先　亀山大市実行委員会事務局
　　　　☎0595-82-1331

▲毎年たくさんの人でにぎわいます。

▲ささゆり露天

亀山市 伊賀市

国民年金
20歳がスタート！

問
い
合
わ
せ

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
0
７
７
―
5
6
7
―
２
２
２
０

保
険
年
金
課　

☎
６
５
―
０
６
８
８

【アクセス】名阪国道「中在家IC」から車で約20分
　　　　　名阪国道「中瀬IC」から車で約30分

【問い合わせ】大山田温泉福祉公社　
　　☎0120-46-0268・0595-48-0268
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藩
主
・
藩
士
の
お
正
月

　
江
戸
時
代
、
藩
主
や
藩
士
は
ど
の
よ

う
に
お
正
月
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

藩
主
は
一
年
ご
と
に
そ
の
居
所
が
江
戸
・

国
元
と
変
わ
り
ま
し
た
。
水
口
藩
の
日

記
に
よ
る
と
、
江
戸
詰
の
場
合
、
元
旦

の
早
朝
祝
い
の
膳
を
い
た
だ
い
た
後
、

六
ツ
時（
午
前
六
時
頃
）に
烏
帽
子
に
大

紋
と
い
う
大
名
の
正
装
で
江
戸
城
に
登

城
。
型
ど
お
り
の
献
上
を
行
い
、
将
軍

と
そ
の
跡
継
ぎ
、
そ
し
て
幕
閣
に
年
頭

の
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。
江
戸
城
下
は

多
く
の
大
名
と
そ
の
供
揃
え
の
行
列
で

大
混
雑
し
た
よ
う
で
す
。
藩
主
の
体
調

が
悪
い
な
ど
登
城
で
き
な
い
場
合
は
名

代
を
立
て
ま
す
。

　
二
日
は
江
戸
城
に
登
城
の
の
ち
、
上

野
の
東
照
宮
や
寛
永
寺
な
ど
将
軍
家
ゆ

か
り
の
寺
社
に
参
詣
、
三
日
に
は
芝
の

増
上
寺
や
檀
那
寺
に
参
り
、
愛
宕
下
薮

小
路（
現
港
区
虎
の
門
付
近
）の
上
屋
敷

に
帰
っ
て
か
ら
謡
の
初
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
五
日
に
は
藩
士
が
正
装
し
て
年

頭
の
挨
拶
に
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
が
い

わ
ば
仕
事
始
め
の
よ
う
で
す
。

　
一
方
国
元
で
は
藩
主
に
か
わ
っ
て
国

家
老
が
藩
士
の
年
頭
挨
拶
を
受
け
、
城

下
の
寺
社
や
城
内
に
祀
ら
れ
た
神
社
に

代
参
を
立
て
領
内
の
平
穏
と
藩
主
家
の

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

 

☎
８
６
―
８
０
７
５
／

８
６
―
8
２
１
６

武
運
長
久
が
祈
ら
れ
ま
す
。
一
方
領
内

の
主
だ
っ
た
寺
社
や
大
庄
屋
た
ち
が
入

れ
替
わ
り
年
頭
礼
に
藩
庁
を
訪
れ
、
所

管
の
役
人
に
挨
拶
を
す
る
の
で
こ
れ
に

対
応
。
さ
ら
に
正
月
の
半
ば
ま
で
に
は

藩
士
の
昇
進
や
異
動
の
通
達
が
あ
り
一

騒
動
。
武
士
の
正
月
は
儀
式
ご
と
で
意

外
に
多
忙
だ
っ
た
の
で
す
。
暮
れ
に
年

賀
状
を
出
し
、
三
が
日
は
寝
正
月
と
い

う
の
は
、
現
代
人
の
特
権
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

【
第
３
巻
近
世
編
】

　

ご
予
約
受
付
中
１
月
24
日（
金
）ま
で

【
甲
賀
市
史
販
売
場
所
】

〈�

水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ
・

山
田
書
店
・
T
S
U
T
A
Y
さ
ん
ぽ
う

ど
ー・水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈�

土
山
町
〉ウ
エ
ノ
・
道
の
駅
あ
い
の
土

山
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案

内
所・土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈�

甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店
・
市
史
編
さ

ん
室

〈�

信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
伝
統

産
業
会
館・信
楽
中
央
公
民
館

※�

営
業・開
館
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
甲
賀
市
史
」の

バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

◀
け
さ
ん
露
天

平成26年１月1日 142014. １. １15 　　　　2014.1.1 平成26年１月1日



甲賀市facebookページ
http://www.facebook.com/city.koka
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,407

46,385

47,012

33,416

（-30）人

（-16）人

（-14）人

（  8）世帯
H25.11.30現在　（　）内は前月比

１月の延長窓口は
7、14、21、28日です。

馬のようにしなやかですこやかな一年に （信楽町げなげな市にて）馬のようにしなやかですこやかな一年に （信楽町げなげな市にて）馬のようにしなやかですこやかな一年に （信楽町げなげな市にて）

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338

新年のご挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2-3
平成 25年分確定申告に関するお知らせ・・・・・・・・・・P4
「甲賀ブランド」認定品募集 ・・・・・・・・・・・・・・・P５

市民活動が市の魅力をパワーアップ・・・・・・・・・・・P６
まちかど特派員のページ「ラフターヨガ」・・・・・・・・P8
であいこうか　山中幸子さん「Simple is Powerful」・・・P11

やまなか   さちこ

甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

平成26年（2014年）

「
み
ん
な
で
バ
ル
ー
ン
を
し
た
よ
」

水
口
東
保
育
園
５
歳
児

ほ
し
ぐ
み
の
み
ん
な

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
図
書
館
」

水
口
小
学
校
５
年
生

林
　
和
広
さ
ん

は
や
し

「
風
で
チ
ラ
シ
が

　
と
ん
で
い
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

油
日
小
学
校
６
年
生

山
下 

睦
未
さ
ん

や
ま 

し
た
　
　
む
つ
　 

み

か
ず   

ひ
ろ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
昨

年
は
、
台
風
18
号
と
い

う
数
十
年
に
一
度
と
言

わ
れ
る
規
模
の
災
害
が
当

市
を
襲
い
ま
し
た
▼
今
年

は
、
午
に
あ
や
か
り
、
し

な
や
か
に
す
こ
や
か
に
過

ご
し
、
未
来
に
向
け
飛
躍

す
る
よ
う
な
一
年
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め

表
紙
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

り
ま
し
た
▼「
広
報
あ
い

こ
う
か
」は
、
皆
さ
ま
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙

面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

つ�




